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日 本 の サ - - ビ ス 産 業

、 横 . 山

. 4

傲

は し が き

第 1章 サ ー ビ ス の 特 性 と サ ー ビ ス 産 業  

第 2享 わ が S サービス産業の構造恋イ

 昭和30〜40年代

( 1 )サ ー ビ ス 産 寒 の 成 長 と 衰 退 ■

(2) サービスま業の立地変イ匕

(3) サービス産業の就業構造 

第 3 享 サ ー ビ ス 社 会 の 諸 侧 面

— 昭和50年代を前にして

は し が き

わが国の経済において，サービス化はさまざまな局 

面で進行している。 .

マクロの産業別所得構成で，第 3 次廣業はすやに 45 

年に54%をこえているし, 就業構造もすでに 4 8 %を 3 

次産業が占めている。企業レペルでも，非製造業への 

多角化は極めて盛んである。 また，rffe業の内部におい 

てもコスト構成•労傅!!力構成をみると , 生産 < 跋売 <  

サービスという変化率の傾向がみられる。製品レベル 

でも同様で，豐造コストより販売，広 告 ，包 装 ，デザ 

インコストに童点が移りつつあり，換言すれば，機能 

的価値より:情緒的 1®値の ffi祝の傾向がみられる。 これ 

は消費者の欲求変化とも結びついており，家計支出内 

訳でもサービス関連支出は3 9 %に 達 し 今 後 一 層 の 増  

加 が 込 ま れ る 。 このように色々な 局 面 で rサ一ビス 

化J が進行してくると， 日本經清の体：は次第に焚貌 

をとげてゆくと考えられる。 これが私達に如何なる影 

響をもたらすかは極めて重要な問题であろう。 しかし 

翻ってみると， このよケな視豹からのサービス経済に 

開する突部!的研究は, 大変少な '/、と言ってよい。'余り

にも有名なゴーリンクラークにしても，第 3 次産業自 

身の積極的な概念規定は行なわれず， 「その他産業Jと 

しての消極的な意味づけし力、行なわれなかった。 した 

力’、って，' 現在為されるべきことは次の 3 点であろう。

① 財 貸 産 業 と の 関 速 ，相違を明らかにすること

② 第 3 次産業自身の内在的運動法則を見出だすこ 

と

③サービス化の国民経済への影響を分析すること

本稿は，わが国の昭和30〜40年代のサービス産業の

構造変化に焦点をあわせ，伊東依吉先生の御教示のも 

とに，実諷の中で，サービス経済の理論形成を志すも 

のである。 また，来たるべき昭和50年代のサービス経 

済のもつ基本的な問題点を,あわせて考えてみたいと 

思ぅ,

第 1 寧： サービスの特性とサービス産業

われわれの経済社会には，有形無形のさまざまな価 

値;物が流通しており， このうち有形の価値物は財貨と 

呼ぱれている。 これに対し後者の無形の価値物は観光 

客を案内したり，人や財貨を輸送したり，情報を览银 

，調査したり，通信したり.するなど，それ自体として 

は物財ではなく r移動J r情報の創造J •■情報の伝達 J 

といった機能と価腊が認められるものである。 このよ 

うな無形の価値ニ用役を総称してサービスと言うこと 

ができる。現実の事業においては財とサービスは結び 

ついているが，われわれが消費する客体それ自身の機 

能に注目する時には，雨者は判然と分けられるべきも 

のである。1例えぱ運輸業は，賀単やトラックのような 

資 本 財 （1W■货） を使い， 品物をどこからどこ迄いつ連 

搬す る と い う 指 令 （情報） のもとに， 実 際 の 運 搬 （サ ，

法（1 ) John M. Rathmell "What is meant by Services" Journal of Marketing Oct< 1966.

— 2270043) —

r三 旧 学 会 誌 J <37卷 10号 U974年10月)

システムとしての資本主義は終着したものと考えてき 

た， もっともファシズムは， ボラニのいうように確か 

に*^つの社会システムとして存在したことは否定でき 

ないにしても，それに移行したドイツや日本そしてイ 

タリ一が第二次大戦後には "管理された資本主義'，へ 

炭っているということは， フ ァ シ ズ ム が つ の 社 会 シ  

スチムという点からみて管理された資本主義や社会主 

義と同格には极ぃえなぃものとも考えられよう。 とす 

れぱポラユも認めているように， プ 7 シズムにはその 

システムの内にある r突発性J ないし"Hi# 性をどう評
(24) .

価するかが問われることになろう， またヒューズが指 

摘するように，1920年 代 の "再建金本位制 "なるもの  

は現実に機能する内容をもっていたとはいえなV、面が 

強く，第'^次大戦によって実質的には解体していたと 

もぃえるよ：うに思われる，また第一*次大戦前の跋国が 

どれほど通貨安定-為替相場の維持を至上の条件とし 

て受けとめていたかについても疑間が残ろ。だがそれ

にしても第一次大戦前の帝国主義時代から第一次大戦 

に至るプロセスを資本主義の崩壊と考えてきた者にと 

，ゥて，いわゆる帝国主義研究が現代世界め位置づけに 

どう貢献するのかは，社会主義， ファシズム， '•組織 

された資本主義" を包括したポラニの「保守の20年代J 

の30年代 J という歴史認識の開陳にふれた以上* 

早急に解答を迫られでいると考えざるをえないのであ 

る。 〔1974, 7 . 13〕

〔付記：} 筆者の怠慢から原稿が遅れ，編集にあた 

られた北原勇，植草益両氏に御迷惑をかけた。一* 

言•ぉ わ び 申 し 上 げ る 次 第 で る 。なお本稿につい 

ては東京大学経済学部大学瞎博士課程の杉村秀參 

氏から有益なコメントを得た。 ここに謝意を記し 

.ておきたい，
'(日本大学経濟学部講師）

癒

I
5i(24) E . レーデラー*■大缴の爾家—— 陪极なき社会の脅咸——  

(25) J.R. T. Hughes, ibid, p. 227.
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邦訳：制 :和夫 .岩城完了，贞京劍元社，1961ぐ 34
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r農業社会J

発展の方向 

r> サ一ビスの派生を示す

「S M 学会雑誌J 65卷10号 （1974^}^月)

一 ビス）がなされる。 

物財は入っているが， 

は 「物財の位置ま換

この場合，：運輪業の構成要因に 

運輸業にお'^、て達成された価値 

は ，御 と い う サ ー ビ ス で も る 。逆に鉄 

銅業は，鉄鉱石を調達し，鎭材を生産し，販売するが, 

ここで達成された価値は•■有形財の価値自体J である。 

物資の調逮や服売というサービスが介在しても,鉄鋼 

業 l l身は，財貴の生産である6 これから考えれば，財 

貸 は 「物』であり，それ自身が目的的であり，個人に

何らがの意;味 で r資産 J とし';C の意味あいをもら。他  

方 ，サ ー ビ ス は 『行為J であり， r手段的 J であり， 

r支出 J としての?^態をとる， ■

また，歴史的にみても商者力*、未分離な状態から，生 ， 

産 ;!:程の複雑イ匕，欲求の多様化とレ、う経路を経て，財 - 

と サー ビスの分化が進行し，次第に財のかげにかくれ . 

ていたサーピ；̂̂が前面に現れてくる。すなわち . サー- 

ピ;^の自立イ匕であろ。図 1 は原あJ的営業のもっていた：

日本のサ~ビス産業

-種々のサービス機能が環境条件の変化のもとに成長し 

分イ匕し独立化して行く様をましたものである。この 

ように見てくるならぱ，サービスの積極的意義が明ら 

かになゥてぐる。それぞれの社会におけ•る経営体は， 

当該期の市場の規模と競争状熊に規定されつつ，その 

効率イ匕を図ってきたわけである。との意味ではサービ 

.スは，決して不生産的労働ではない。ともするとサー 

ゼスは直ちに不生産的とされるが，支配資本にとって 

:，は極めて生産的でる事実を認めねぱならない。 —  
経済の発展段階が低い社会でよ，人間の物的生産条件 

を確保することが第し義的であり，したがって物財の. 
もつ価値が重要視され，財貨ま業のみが生産的な産業 

.と見做される。例えぱ，農業社会では激查物= 查糧力'; 
，生j i物でもり，工業は存在しても，その加工で、.しかな 

いと見做される。一方, エ業社会ではエ産檢= 財貨が生 

座# であウ，サービス業はその.付隨機能でしかないと 

考えられる。また，財貧についてもそれを使用するこ 

とよりも所有することの方に価値が認めら^^易い。し 

かし高度に発達した工業社会においては，市場問題が

要となり, 他 九 人 間 f c 望の多様化ド部はレ^くら 

.れたゆ望J である力；） にま弓iされて，次々と新しいサー 

ビスが生まれてぐる。物財の価値は依然，重要';e はあ 

.るが，価値基準がより’高次の段階に移行することにな 

る。財貨もそれ自身のもつto値で測られるのではなく， 

1財貨ブラスサ一ビスという形で測られるようになり, 

所有よりも使用に価値が認められるようになる。例え 

，ぱ附久消費財のアフターサービスが前者の一例であり， 

設傭，店舗等のリースが後者に該当する。このよ..うに 

してサービスの与える効用が人間飲求の大きな関心ぎ 

となり，したがって★ た,経済に及ぼす影響も避けて 

こ通ることを許されない問題となるのである。

以上，クロスセクシ g シでみ,てもタイムシリーズで 

.みても, 財貨サ一ビスは密接でりながらも , 峻另‘ijす 

べきものであると言えよう。

それでは，財貨と区训されるサービスの特性とは何 

でもろうか。 ，

まず第1 に，サービスはMのように生産と消費が分 

灘していなレ、で，生産した時点で消費が同時に完結し 

てしまう。換言すれば，需要がなければ供給は独立に 

は成立しない。とのことから,サービス産まの特質は 

必然的に，消費者立地となるわけで:ある。との具#例

として典型的なのは流通（小売) サーピスであろう。 

したがって，サ ス 業 で は ，人口流動の瑰状と将来 

を的確に把握した立地戦略が極めて重要になる。 レク 

リエーシ3 ンサ‘ ビスでは，ボウリング，医療サービ 

スでは病院, 住宅関速サービスではュュ-•タクン開発 

等を考えれぱ肯け'さだろう。 ■

第 2 にサービスは貯蔵するととができない。財の場

合は，生産  貯 蔵 （在摩）  消費とぃう継起的な-

流れをもつのに対して，サービスはストック機能が一  ̂

般にはない。 したが0 て, その需要は非連続的であり， 

時間的な調節が事業としてはま要な課顧となる。例え 

ぱレクリゴ•…ンg ソサ一ビネは，その典型である4 観 

光業などは最も好まれる自然景観の,.最も好まれる宰 

節に観光客が殺:到する。この結果,ピークとボトムの 

差が大きくなる。したがって,施設の収容規模を適正 

な稼動率のもとに如何fc決定するかが極めて重要とな 

る。また, 医療におけるアポイントメント制，教言に 

おける授業時間割も需要の流れを調節する機能をもつ。 

需要の不規則な流れを如何に処理するかで，生産性の 

大幅な相違が生じる。例えぱアメリカの理髮業と美容 

院の对比で，後者はパートタイマーやセルフサービス 

方武の採用で需耍の流れを円滑にしえたが,前者はそ 

れをなしえず，しぱしぱ技你i 变化が無駄な時間をふや 

すだけだったという分析が報告されている。

第 3 にサービスの生産に際しては,人的資源に依存 

する度合いが強い。サービス業では人的労働のウェイ 

トが高く，供給者侧の技能の輕度 . 知識の蓄粮•熟練 

度というものが重要な意味をもつ。これは時に,医療 

のような領域では決定的でちる。サービス業では一般 

に高等教まを.うけf c就業者が他産業より多いし特K：i 

医療では極めて高学歴といえる。また，教育や法# 関 ' 

係のサービスは，長年にわたる知識や経驗を要する。 . 

とのようなことは，経営的な面ではコスト構成上，人 

件費のウェイトが極めて高いということに現われる。 

したがって，♦一  ビス経営に際しては優秀な労嫩力を 

如何に確保するか，しか.も,それを経営的な弾力性を 

損わなぃ程度に如何に保つかが重要{"こなる。 .

第 4 にザ一ビスの生産性は，需要者の知識•経驗 * 

協力といったものに♦ 存するところが大きん、◊ したが 

って，举業的には，廣者の協力をうまく組織イヒしサ 

一ビス振供のプロセス■を円滑ならしめるところにノク

法（2 ) Jean Alexander Wilburn "A Contmst in Productivity Trends W ithin Personal Services ； The Barberland 

Beauty Shop Industries'* "Productivity Difference W ithin The Service Sector" Occasional Paper 102 NBER.

《出所） ，お作成<
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学会雑誌J 67卷10号 （1974年10月）

ハゥがある。例えば前述の医僚も患者の症状説明の良 

し惡しが診療効果に関係するU 特に典:匪には教育 

であろう。教師の教育効果は生徒の熱心さ，協力度合 

いに大きく左右されることはIE明を要すまい。また， ， 

今後レクリニ■ーシa ンサービスを中心に普及が予想さ 

れる会員制なども，需要者の協力の組織化という侧面 

をもっている。.なお，生産性について付言すれぱ，.サ 

一ビス業の場合は，製造業の場合のように工場内での 

1̂3立的な生産効率ではなく，消費者の効用一 |̂>1足が 

大切になる。いわば，財 生 ま は で In p u tを固 

定して，いかにO utpi^tを高めるかを追求するが，サ 

ーヒ，ス業は逆にOutput (—定質の）を固定して，いか( 3 )
に I n p u tを少なく済ませるかを追求するのでfcる。こ 

こにも，害耍なくして供給なしというサ"ビスの特性 

力t貫いている。例えば，教育サービスはその効果ニ生 

産性を教師1 人当りの受持生徒数で測定できるやあろ 

うか？ 問題は学習効果であって, 単に，量的問題に 

遺元することは*できないのである。

第 5 に供給者と需要者の関係は，財生産の場合は 

Supplier-Customerの関係であるが， サービスの場合 

は Consultant-Clientの色彩が濃い。 何故なら，財生 

産の場合は「財そのものJ の機能や効用にO utput力': 

具体化しているのに対し,ザ一ビスではサービス行為 

が行なわれてい'る 「時間J に効用があろからやある;< 
したがって，消費者にとっての対価は,財の場合は 

P ric eであるが，サービスでは，Charge, — 種の時間 

拘束料ともいうべきものである。このような価格の性 

格でれぱ，その設定はサ一ビ>>提供者と利用者双方 

の質 . ランク及び接者の満足度に左右されて，極めて 

多様なものとなる。V、わゆる御:施の理論が提唱され 

る下地がここにるわけである。

館 6 に財生廣の場合は，供給者側のイニシアチプが 

大きく見込み大量生産か一般的であるのに対し，サー 

ビスは需耍者側のイニシアチプが大きく . 消費者の変 

転する多横な欲求に基づ、て生産されている，これに 

規定さネI■て サ ^ ス衆は， 般に最終マ-'*ケットの種 

類が多く，生産 P ットが小さV、傾向にあり，供給者の 

規模も小さくなる。特に不動産業などは住宅が多品糖 

で* 生産要素も多様であるゾな，典型的であろう。とれ 

は他の流通* 運輸，医療 * レクリユ一シg ンサービス

にも妥当することである。

第 7 に財生まは主として民閩企業により営まれるこ 

とが多く , サ ビ ス は 政府♦公共0 体との関係が深い 

財©本質は生産性向上を通ずる利益追求ニ |j®値増殖の 

体化，実現であって, 使用価値は勿論存在するが，ゥ 

エ イ トは前者におかれている。これに対 し サ ー ビ ス  

は供給と需耍の同時性及び時間チャ一ジへの支私いと 

いう性格から, 需喪側のニーズが問題となり息い。ま 

た，，その性質上，財生産を補完したり，エネルギー供 

給や労働力の再生産への貢献もみられ，国民経済の動 

脈となっている。したがって，Publicな運営力;為され 

ることになる。また，サービスは医療 ' 教言* レクリ 

エーション等のように人間の肉’体的，精神的存在にか 

かわる面が大きく，この面からも公共性を要請される 

下地があると考えられる》

以上の如く, サービスの特質は，生産と消費め即時 

性 . ストック機能の欠如，人的資源への依存.需耍者 

の資質への依存‘ 消費者の効用基準によろ価格設定，' 
供給要素の多様性. 公井的性格の7 点である。

これから, . サービス業の特性は生産時点において, 
消費者が完全にコミットしており，かつ時間的要素の 

ウエイトが極めて大きいとと，その結果，財生産とは 

根本的に異なゥた生産性概念をもっていることに求め- 

られるでもろう。

第 2 章わが国サービス産業の構造変化  

— —旧和30〜 40年代

1) サービス産業め成長と衰退

サービス産業の分析は, 対ぎ業所 . 対消費者•行政 

関速サービスといった需要先別の分類と，種々の便宜 

や情報，満足の提供といった生産要素（=4雙能）に基づ 

く分類を組みあわせると有用である。すなわち，各サ 

一ビスはどのような需耍先をもち，いかなる機能を果 

しているかが位置づけられるのである。前者の需耍先 

別分類はサービスの需要主体によって分類する方法で 

あり,，これは更に財の供給に関連しているかいないか 

で 2 つに分けている，つ ま り，対事業所サービスの物 

財関迪サービスと非開速サービス，対消費者サービス 

の物財関連サービスと兆関迪サービスという具合いで

>± (3)この点は, 江見&だ"-氏の示唆に富む_|ま'解である。

( 4 ) 分類に摩しては，小浪-メ£]̂：め見解を参考にさせて戴ぃた。同 氏 「経济発肢とサービスjgi紫」世 界 経 济 1966ギ9月a

号,
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ロ本のサービス産業

ある。なお，公共関連サービスげ行政サービスとして 

分類している0 

後者の生産要素別分類は，説明の耍がある。便宜の 

提供ザ一ビスは，特定目的の為の便宜を提供するもの 

で，物財に関連し/こサービスと象徴（シンポ'ル）に関

末付ま参照のとと〉。すると，以前の需要先別分類とこの 

生産要素別分類をクロスさ、まることにより，各驢のサ 

一ビス業が位置づけられることになる。例えぱ，理容 

業などは，対消費者サビスの財非関速(需要先別分額), 

物財関連の技術的使宜の提供（生gfe要素分類）となる<. リぃJ人Li-ノ;I人" パ ゾ V：じほ女■ホ / リ と /ぶ々 e

連したサービスに分けられる。前者は物財の運搬や貯また,公認会許士務所は対ぎ業所サービスの財非関 

蔵等の時間的?^閩的機能のサービスと，ユーザーの保連，象徴関連の技術め使宣の提供となるわけである。 

有する物財を加工する機能（=4★術的便宜) のサ一ビスこのような分類に基 ' ^ き，昭和31♦ から40年迄のデ 

とに分けられる。例えぱ卸売業と修理業がそれぞれのータを中心にしナこ分析を「総合研究J 6 で行なったがj 
代表的な側でもる，後者もまた，自己の所有でない象今回は昭和35年から45年のデータを用いて分折する。 

徵‘情報について，その伝達や場所を提供したりするお象となる業種は,日本標準産業分類の

サビスと，情報の加工》整理によって効用を生みだ 

すサービスとに分けられる。すなわち，通信電話業や 

公認会計士サービスがそれぞれの代表例である。

以上の何らかの意味で便宜を提供するサービスに加 

えて，象徴を自ら生産すろサービスがもう一つ考えら 

れる。これは，知識情報を自ら生産したり，消費者に 

情緒的な满足を提供したりするもので,研究所と媽楽 

業がそれぞれの代表例である（具体的分類は，本稿の巻

表 1 サービス業の付加価値ペース成長. 衰退順位" ~ ■上位 . 下位（舉位?0

大分類G 
H 
I 
J 
K 
L 
M

卸売業，小売業 

金融，保険業 

不 動 産 業 ‘
運輸通信業 

電気 . ガス，水道業 

サービス業

公務

の大分類GからM迄を包揺し具体的にはその3 祈分

類でデータのひろえる158業糧

とする。このデ一タヤは，サー

ビス産業の成長率を算出する際

の基礎として付加価値を想定し

た。付加価値とは本来, 純利益，

他人資本利子，人件費，租税公

課などから成り立っているが,
統計的限界から,人件費ベース

で共通の成長率を算出した。サ

一ピス産業の場合は，はぱ近似

的に成長のあり方を反映するで 
(6 )

あろうと思われるからである。 

人件費べ一スの成長率は，当該 

業種平均年閩現金給与総額X当 

該業極従業者数をペースとし 

35年から45年迄の倍率を年率換 

算して求めた。

さて付加価値べ一スでの成長 

順位を端的にみて行こう。ま一  

1 は 158業糖中の上位‘下位の

注（5 ) 人間への便宜の提供は,' その肉体的在在が当該サービスの主たる間超である場合は，物财関速に含Vj, 精神的存在

が問题の場合は，象徵ほ]iliに含められる, 例えは'旅客運搬業は物財関連だが，観光という的をもつ場合は象徵(郞i 
にM する.

( 6 ) ただ，運輪通信業などはこの方式では問週がもる。他のサービス遊業においでも, 近来，物的設m 装鼓の導入が 

盛んとなり，生制生の高まる中で資本に掃属する付加制ritt部分がふえているので，注意する必要があろう。
. 、

— ~  2 3 1 ( 1 0 4 7 ) ——

成i?順位 m  M 付加価値 

成 {を率

III 成 Ik 
m 位 業 M 付加価M

成 i? :串
1 公証人役場‘ IU法 司 :他 所 8 2 .4 158 货物運送取扱紫 - 2 9 . 52 土木建築サービス戴 4 3 .5 157 m m ，UMiM — 23.33 その他の飲食店 3 7 ‘0 156 /ic告紫 ~T 16. 64 政ぬ団体 3 5 .7 155 歯科 j i エ 所 - 一 8 .85 遺 に 1ける邮金敲鯽 34 .4 154 ホ等小先恶 一 6 .86 燃 料 小 売 業 - 34-0 153 K 物をル:锁等巡 ;S 業 — 5.1
7
8

学術文化 0 ]休 3 2 .8 152 下 iだ業 — 2. 0
婦人子供服小売業 3 2 .7 151 fぴ iliTfi • 仲立!?ミ 一.し 8

9 社会教育その他の教育施設 30.1 150 集会場 3 .010
11

他に分類されないまお営利a i l； 
商品取引業

2 9 .8
29.1

149
148

映 画 製 作 ，配給業 

蓮送代理 ;a#
4 .3
4 .312 與茶店 2 8 .9 147 運 送 特 旋 業 \ ■ 5 .513 疲 給 .競馬等の贱走場 2 8 .6 146 その®项 《お觸するサ-ビス碧 5 ,614 精神薄弱•身体障言者福社車業 28 .5 145 映画 fiさ 6 .7

15. 躺 讓 ，土地売買紫 28 .2 144 一 ®贷 物 自 動 iK運送業 6 .916 ☆蔵舍旗業 27 ,8 143 運輸施設提供紫 7 .4
17
18

拙助め金融業，金M☆付•帯業 

その他の不動庫:業

2 7 .7
27 .1

U t
141

他に分 Wiされないその他 
の侧人サービス傘：

か:じ業

7 .5
7 .919 保險サーレス業 27.1 140 衣服 ® 縫條埋業 8 .1

20 各 fcf(食料品小う業 2 6 .8 139 助産所 9 .2

( it )
一, ， I ] I

3S ニ 45̂ T.の人 fi:f i  ペーフ、のめ m i f u  づ  く
全化でほ8紫 Hi。，小位成 'K本は 18.0%„



対消？J!者サーピス

サーピス提供 0

iii
36 .2%

3 0 ‘8%

10.6%

3 6 .7%

行政関速サーピ义 

(生産要素別分類:！

物~ -ビて^ * M B
~ ! 躺 使 立  

'象微開連サービス

34 .7%

44 .0 %

21 .1%

P

III言F
§

時

' 21:4%

技術的

10.5%.

象徴生逆サービス 

知識情報の提供 

惜猪的満足の提供

I、-、 想   ----- ~1
26.3%

20.0%

(出所〉敏 者 成

(注）' ^ ^ ^ 成 黎 fif(21.3%以 上 の 割 合 盤 塵 ^ 軸 赃 業 植 18.0-15.3%

. .E 5 I C T .準成.時 ®  21；2~18；1% .〔 ニ ! I to成丧紫雄. 15.2?̂ 以下 

育は；5®識情報提供に属する) と，逆に情緒的満足提供をあらわしている, 昭和31年に 1 兆3525億円, 41年に 

に属する放送関連サービスが停滞基調にあること6 兆4029億円で' f cゥたサービス産業の規模が，45年に 

に基づいている。前者での研究所等の成長も依 然 は 16兆27如億円と急速に擴大している。また，前回調 

堅調でもる。 | £ では対事業所サービスが、クュイトを高め，行政関速

次に図一3 は，各タ類での付加価値の構成比の変化サービスは低下していたのに，♦回では対消費者サー

♦
. 一~ ~  2 3 3  {1049') — ~  '■

非関;!li

(需要先別分類:）

対 1̂"[寨所サーピス 

也座物I知速

図2

日本のサービスま孽 

サーピス産業の成長階級別分:!!

(数字は構成比J %)

‘8 ‘6%

4 8 :6 %

m r n m 13.8% 13.8% 31 .0%

巧 ;^?^ K V ：iミ;?:？J?Sゆ:i：；̂-----------
i a a a ^ i i M  一! ^  づき

PmPmiimWHiiWIWBIBtHHBM— — — p— iMW— HftBwwHiimiuimiiiMiiMtwwftWMiiaiiiUQEii

タ仰 ,’ r ','■■巧T7j ,し ' , で で額*!w甲. ? よ， 巧:-?■v•ど;； じみ::̂，在 •を
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20業 種 を の せ た も で る 。上位で30位までを含める 

と，土木建築サービス♦建売業，土地売買業，その他 

の不動ま業 . 建狗サビス業等の建築，不動産開連の 

サービス業が多い。ますこ, 飲食店 . 喫茶店 • 競輪，競 

馬等競走場及び鏡技団，その他の宿泊所，バ -^キャ

ノ<レー，ナイトクラプ等のレクリゴ■ "シ g ンサービス

や，農村水産業金融機関，商品取引業•補助的金融業 

.保險サービス業等の金融保険関連のサービスも多く 

顏を出しそいる。前圓調査と異なる点は，政治団体 . 

学術文化団体，{也に分鋭されない非営利団体等の非営 

利団体が伸びていることと,社舍教育や身障者福祉事 

業等，の公共的なものが入っていることである。また， 

下位30位では，貨物運送取扱業‘貨物輕本輔等運送業 

‘ 運送代理店* 運輸幹旋業，一般貨物自動車:運送業等， 

運輸関連サービスが庄倒的に多い。これは運輸面にお 

ける省力化 . 合理化の進行を物語るもので，むしろ生 

産性の上昇とともに資本に帰属する付加価値部分は増 

大しているとみた★ がよいだるう。また，かじ業，衣 

服栽縫修理業，助産所 . 洗溜業#,技工的な対個人サ 

一ビスは停滞的である。なお，前回の分析では上位11 

位に入っていた広告業が156位に，18位だった下宿業 

が152位に，13位だった公共放送業が128位に転落して 

いるのt t , サービス業の不安定性を如実に物語ってい

次に,分類別に成長クラス別の分布表を作成してみ 

ると図一 2 の如 <  に な る （これは先程の成長率ト158位 

迄を'4分位に上位から分けて成長•準成長•準低成長，低成 

長としたもの。すなわち，21.3 %以上 . 21-2〜18.1% •18.0 

~15.3%，15‘2 %以下で^^る）。

需要先別分類では，やや消費者サービスの方が!^成 

長も含め成長クラスへシフトする業種の割合が高く，

対事業所サービスは成長クラスも多い反面,低成長の 

割合も高い* いわぱ商極型である。行政サービスは準 

• 低成長も含め, 低成長クラスが60%と多い。しかしこ 

れは，前回調查よりも低成長への偏りが少なくなって 

きている。ここでは，対消費者> 対事業所> 行政関連 

の傾向がみられる。また，財に関速しているかいない 

かでは，対•事業所サービスでは後者（非 速 ）が，対消 

費者サービスでは前者（閲速）が成長クラスにシフト 

している。30年代の成長を分析した前© 調査では，対 

事業所> 対消費者> 行政関連であり，財非関速> 財開 

速で一本化されていた。今IDの結来は次のようなaui3 

が考えられる。

① 旧 和 30 4{i代は設備投資の急速な肢開期であり，

生能力が著しく増加するとともに企業間鏡'，が 

激しくなり，これに即応したビジネスサービスの 

他びる場面が拡大した。 しかし40年代に設備投資 

の一巡，辣争?^態の変イ匕とともに,‘ビジネスサー 

ビスにも成長と衰退のニ極勺様相が娥くなった。

②他方,れ消費者サービスは経済成長率の纯化に 

も拘らず，消費需要の堅調で一層成長していった， 

特に30年代は停滞的であった小売業が,飲食料品

• 家具斤担 • ファッショゾを中心に#常な抑ぴを 

示し，また， レクリエーションに関連した飲食マ 

一ケットが拡大してきた。

③行政関速サービスは，依然.低成長グループに 

シフトしているとはいえ，その度合いは30年代よ 

りも小さくなってきている。これは40年代で次第 

に公共的なサぺビスが再梭討されつつることを 

示している6

生産要素別分類では，象徵関連> 象徴生産：> 物財関 

連サ一ビスという順に,成長グル一プへの偏りが大き 

い。また, それぞれの内訳では, 物財関連，象徵関連は 

いずれも，技i 的便宜よりも時間的空間的便宜を提供 

するサ> -ビスの方が，成長グノ1 一 プへシフトしている。 

また》象徵生産サビスでは情緒的満足の提供よりも 

知識情報の提供の方が，成長グループへシフトしてい 

る。前回調査では，むしろ技術的使宜> 時間的空間的， 

使宜であり, , 情緒的満足提供> 知識情報提供であった 

点で異なっている。この理由としては，次の 3 点が考 

えられる。..
① 30年代では小売業の伸びが相対的に小さかった 

が，40年代には前述のように急速に伸びているこ 

と （小売業は時間的空間的便:i :の提供に属する)。また， 

金融保險関連サービスも上位にランクされるもの 

が多い。40年代は，お金と高級財の流れに伴うサ 

一ビスが, 供給の制限され易V、技術の提供サーピ 

スよ,りも，成長したのではないか。 ’ .

②象徴関遮サービスについては，時間的空ち的サ 

一ビスに属する非営利団体や競輪競馬等競走場に 

代まされるレクリューション施設の成長が大きか

. ったことがもる。ポ業所や個人への情報関速サン 

ビスニ技術的使'宜提供も仲びているが，それを乎 

均的に上回つているというのは, ;情報ないしシン 

ボルr 関連した*■場」そのものの拡大が，40年代で 

は極めて旺磁であったということを意味しよう-

③象徴生座ザ一ビスについては , . 従来,低成長に 

シプトしていた教育が成長域向に艇じたこと（我

232(1048)
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0  3 サービス分類別の付加価値構成比ま化（ポ位?0
(り需耍先別分類での付加価値構成比の变イヒ

対 -?K業所生遊物 
非閲速サービス一 - 
对?ji■業所生遗物 

閲速サービス

分類不ゥB
I 対池資者サービス行政開速 

提 供 サ ー ビ ス サ ー ビ ス

(2) 生産耍素別分類での付加価値構成比の変化

物財開迪技術め 
便宜提供サーヒ‘ス

物財閲;時間的 
空間的便：a：提供 
サービス

象徴閲述技術的’ 
便宜提供サヤビス

象微関迪時問的 
空間的便&提供 
サービス

象激生撞I悄雄的 
満足提供サーt*ス

象徴生産知識. 
情報提供サ一 .
ビス

(出所)叢者作成 

ビスが箸しく高まり，行政関速サービスも若千高まっ 

ている。この理由は前述したので再® しない。

生産要素別分類でみると，前回では物財関速サービ 

スがウ ェ イ ト を 高め，象徴関連はもちあい，象徵生産 

は低下していたのに対して，逆に物財閲速は低下し 

象徴関連は上昇，參徵生産もJ；昇している。30年代は 

設備投資主導型の急速な経済成長期であり，第 2 次産 

業における虫産增大を反映して， 物財関連サービス 

(特に卸売.週輪）が中心となって比重を高めたものと 

みることができよう。これに対して40年‘代は民間設備 

投資の変化基調と, 公共関速投資の増加•消費需要の 

層の深化が，むしろ象徴関連や象徴生産サービスの 

ウェイトを高める方向に作用したと思われる。兩サ 

ビスは,公典的なものや消費者のレ ク リ ェ ー シ ョ ン ， 

教育などに関するものが多いのである。また，企業括 

励の転型期での困難性が情報関連サービス(研究所.調 

を サ 一 ビ ス ，公認会計士等）の成長を促して、るとみられ 

る。 . . ， . .
今後，昭和60年代にかけては，公共投資と消費者の 

購買力及び金暇の増大の如何がサービス業の成長の 

鍵を握るであろう。もしこれが順調に進めば，需要 

先训には対消費者サ一ビスと行政阅述サ一ビスがュ

イトを高めよう。また，生産耍爱別には，物 

財関連サービスの低下，象徵関連サービスと 

象徴生産サービスの上昇力進行しよう。いう 

ならば，サービス産業は従来の对事業所，物 

財開連の体系から，対消費者（及び政府関連） 

の象徵に関連した体系へと変貌して行くもの 

と考えられる。

2) サービス産業の立地ま化 

サービス産業は，一般的には消費者立地ひ 

性格をもっているC サービスは需要者側の耍 

請が第一義であり，その生産と消費は同時的 

に需要者の参加のもとに行なわれる。.したが 

って，需要者がサービス購入に便利で,丑ス 

費用が最小となるような所に立地するサービ 

ス業者を選好する以上，サービス業は消費立 

地性をもつことになる。レかし，サービス産 

業の立地を具体的に分析していくとどうなる 

かは，まだ研究されていないといった方がよ 

い。今回は特化係数という考え方で，サービ 

ス産業と都市との関係に焦点をあてて分析し 

てみた。 ♦ ,  7 大都市の全国他地域に対■する 

特化係数は

7 大都市 i 業 糖 （事業所or従業員数）

一 , 7 大都市全
  全国 i 業種

全®全業種合計

となる。すなわち， 1 より大きけれぱ全国におけるi 
業種の構成比率よりも7 大都市におけるi 業® の構成,， 

比率の方が高いケースになる。すなわち特化している 

ことになる。 1 であれば平均的, - 1 より小さけれは’平 

均より少ないことを意味する。

今, 事業所統評を用いて従業者ベースでの特化係数 

を算出し先程の分類と対^6；させてみると（料面の都合 

で省略）全H大都市ペースでは，調查情報関速み-ビ 

スが1 悉特化度合いが高く，次いで金融関連，都市型 

勝楽関速，政経文化団体関連，士木建築サービス関連, 
連輸卸売!^速といったところが高い。逆に協同組合や 

福祉関連，行政関連，通信，対個人サービス，大衆襟 

楽関連，小売, 飲食店等は低くなって、る。すなわち，， 

おおむね对事業所サービスは7 大都市への特化度が高 

く , 対消費者や行政開速サービスはiiSいということに 

なる。また，どちらかというと財に関迪したサービス 

としないサービスとでは,，後者の方がやや1大都市へ.

2UO.050)

日本のサービス産業 

M 4 都市型#種の立地

(fr:宅地ほ} •

.宗教，下ホ業，そ の 他 所 ，PI1®现お)お，浴場傘，i m i m m m m ,  
扑会ほ院'社会福祉，各棟小i/t紫. その他®人サービス紫

，嫩 、 け - … 'のもの 。,, ' •

の特化度が高目である。すなわち，^?業所の |̂ミこ積はや今，同様の分析に基づき都市型産業め分布を求めて 

はり都市部で顕著でもり，ソフトなサ一ビスニ信用 • みると，結舉として図一4 の如くなる。都心部は事業 

金融や情報の流れに関連したサービスが多いわけでも所の集横が大きく , 外部経済が最も働く地域で,人と 

る。東京ホ心3 区ベースでは，やはり調査情報関速サ人との接触や情報交換が最も重要でおる。’ここには金 

'••ビスが1番特化しており，次いで，政経文化団体, 融 •'情報，行政 • 対事業所サービス等が集中する。前
ゴム：，け' ^ , ふ - ‘ - ル ル ハ  メ ‘、 *-. * -

, ，' •  ■fc"* i '   ̂I f  "I

金融関連，運輸卸売関速，都市型编楽関連，建 築 サ - 

ビス関連，大衆媒楽関速，專門戯能開連，対消費者サ 

一ビスが続く 7 大都市ベースに比べ，大衆姨来関速 

が高い点，政経文化圓体の順位が上位にある点で異な 

ゥている。また，象徴生産が興常に高い点は法意を耍 

する。逆に低い方は, 鉄道，通信，福祉，協同組合，

述の分類では，タ事業所の生産的非関連のサ~ビスに 

該当する。都心周辺は,都心の中枢管理機能を担うソ 

ブトな産業の関連補助産業が立地する。印刷出版•通 

信 ，教 育 係 • 不動廣業等まで，対事業所の生産物非 

関速サ一どスに相当する。また，高級百貨店♦：# 門店 

劇場，娱楽業等，対消費者サービス提供も，この地
- j ニ - '… —

........— ロ， ♦刷 明 ，躲栄菜等，対消費者サ一ビス提供も， このそ

対個人サービス，小売，飲☆ 店，修理業等で, ' はは* 7 域に立地しており, 業務とレジャーが混合している。

大都市ベースと等しい。これは，東京中心部が情報の中間地域は，周辺と住宅地城の巾間領域であり,倉旗

|ぜの稱供にぜ《̂ル ん っ て い 業 ♦運搬業等, 対事業所の生産物関連サービスが多い‘

いわば物の勘きに関連しナC地城であ>る。住电地域は，

生まや決定と，情緒的満足の提供に'深くかかわ， 

るととを如実に示していよう，
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図 5 東京中心 3 区ぺの各業種の集中，分散化傾向

製 造 業

始どの業盤 
(装置工業を除く）

建設:業

赚別 :r «^業 

設備工事業

サービス業

サービス寒

，対事業所と対消費者サービス 

物財関連技術的便宜提供 
(機械11̂理業.洗濯染物業 

.理髮理容業•衣 服 裁 »理 業  

葬族火葬業‘そめ他の対個人 
サービス業 .自動！{I整備業♦
社会福祉） :

，対消費者サレ i i’ス 

知識提供 '
(小学*中学. 高校. 幼稚園• 特殊学校，社会教言）

(出所）特化係数分析より筆者作成。
(注） 7 大都市ペースでもはぽ同様のぼ向，特化係数の経年变化まより作成

対事業所サービス
1 . 象徽生産♦象徵関連ニ情報 

(調査情報サービス.広告業.学 

術研究機関•政経文化® 体等）

2. 物財関連時間的空間的使宜 

提供
(投資業• K券取引菜‘ 銀行t 

信託業，補助的金融業，各種商 
品卸売業. 家庭用品卸売業，運 
輸付帯サ"■ビネ業）

対消費者ザ一ビス 

象徵関連時間的空間的便宜，提辕 
侧場與行所. 映画業’遊戯場 

嬉楽場，集会所)

，日常生活に密着した財及びサ~ビスを提供する業種が

♦ い 。

以上，クロスセクションで，サービス業の立地を分 

折してきたが，時系列で、はどのように変イヒしているで 

あろうか。これを特化係数の経年変化という形で分析 

•してみよう:(40〜44年の分析)。

まず大分類業植でみると， 7 大都市べースでも東京 

ィ3 区ぺレスでも，事業所特化係数と従業者特化係数で 

みて製造業と電気ガス水道業力イ匕係数を低め,サ一 

ビスが高まっている点，共通している（建設業について 

は7大都市べ一フ、で従業者特化係数をとると高まり， 東京で 

.は低下している）む特に, 東京3 区でのホービス業の上昇 

.が頭著である。.内訳を細かく見ていくと，東京3 区べ 

ースでは, 広告*調查サービス•証券取引.業，航空運輸 

業 . 劇場，事業所サービス等ヵ艰化係数を高めている 

.反面，出版印刷，百貨店，飲食店*製造業関連等低 

くなっ"Cいることがわかる。これを図示すると図ー 

5 の如くなろう。サービス業のうち, 情報 *金碰‘卸 

売 ，レクリユーシa ン関連のサービスは银積を高めて 

いる。すなわち, 象徴生産や象徴関連の時間的‘空間 

的便宜の提供サキビスと，物財関速の時間的，空間的 

便宜の提供サ*■"ビスが振中to向にある。前者はサ一ビ 

スま業の成長就S 分新では沖びた業描に属するが，後 

-者は停滞業種である。逆に集積を低めているのは，製

-~ ~ -236(1052)

造業と建設業，サ ー ビス業では修理業，対個人サービ 

ス ，教育，福祉事藥等である。すなわち，対ぎ業所と 

対消費者の物財開連の技術的便宜の提供サービスと， 

対消費者の知熟情報提供サービスが分散イ匕傾向にもる. 

前者狂成長ま避分析ではやや停滞基調にあるが，後者 

は成長している。今後，50年代にかけてこのような傾 

向が顕著になるか杏かについては,より詳細な分析を 

必要としよう。 '

3) サービスま業の就業為造とその変化

次に，サービス産業における就業形態を,規模との 

関係で分析してみよう。今,規模を 1 事業新当り平均 

従業員数でとって,前述の分類と対応させてみると 

(紙IMの関係で翁略) ，概して，对事業所サービスの方が 

対消費者サービスより規模が大きく，行政開迪サービ 

スが最大であること力；わかる。また，生産耍素别分類 

では技術的便宜を医!るサービスが小規模であることが 

推察される。この理|±1としては，需要単位の規模と公 

共性に視定されていると見てよいだろう\ それでは, • 

この規模と就業形態の関係はどうなっているであろう 

力、。媒摸従業上の地位别構成—— 廣用者の割合をと 

りたグラブを,書いてみると, 大媒模i■こなるに従い，礎 

用者の割合が高くなっている。また，仕車の主従別で， 

仕事の従な者をとったグラフでは，はぼ大媒摸になる

日本のサーピみ産業

鍵，仕事が従な者の創合が減少する。これより，大規 

模になる程,雇用者と仕まが主に行なわれている者の 

割合が増すといってよいだろう。また，業糧をみると 

大想摸サービスは情報，お金 .人に関連したもの—— 象 

後生産か時間的空間的便宜め提供サービスが多い。逆 

に小規模)i サービスは技術に関連したもの一 一 技術的 

使宣の提供サ~^ビスが多く-なる。また，領域でみると， 

大規模サービスは公共的なものがみられるようになり, 

小想摸になる程，プライペートな需要にこたえるもの 

が増すという傾向が見られる。さらに，この点をよ 

り細かくみてゆくと，对« 業所サ-■ビスは雇用型で男 

が多く，対消費者サービスは自営，家族従業者，女性 

の割合が高い。行政サービスは，雇用型 • 男でちる。 

生ま要素別分類では，象徴生産が雇用型で男が多い外 

は，混合里であるというべきでもろう職m jbの活動银 

域はビジネ;  ̂.公共，家庭という3つの空間に大別される。

前2者は食体制の許では雇用型，男性のを間となる。ま 

た, 生廣耍素分類は知識への関与の分類でももるので，現行 

の数t システム下では象徴生まが男性型に■シフトしよう）。

これをグラフ化すると，国一6 のよう,になる。縦軸 

は雇用者の割合，横軸は男性??)割合を示しており，第 

I 象限は雇用男性望，第n 象限は雇用女性型，第III象 

限は自営家族. 女性型，第 IV象限は自営家族，男性型 

に該当する。雇用男性型は，情報 • 人 ，財の流れに関 

連したサービスが多く，いうならぱ「人一人間接媒介 

サービス」とでも名付けられる。雇用女性型は対人サ 

一ビスが多く r人一 人] 接サーヒ*スij.で あ i l営家 

族♦女性型は, 財の委託加工的サービスであり，自営 

家族• 男性型も同様である. 前述の分類との関係では， 

f人一人サービスJ で情報• お金.人の流れに関連した 

サービスは成長し， ぐ- 財サービスJ は傳滞乃至衰 

退傾向にあったといえよう*J 

' か, 経年ま化を昭和35年から44年ベースで分析す 

ると，一口に言って, サ ~ ビス業の填模はこの10年間 

に平均1.2iきとなり，全体として雇用者. 女性.仕事の 

従な者のゥ- イトが高まっている。サービス産業の米 

国における研究者であるプュックスの指摘においても，

婦人労働の増大とパ^ トタイマー化がサビス経済の， 

労働市場面におけろ特性でるといわれわが国で 

も対人サービスの多様化. 労働力不足の進辰♦主婦の 

家庭勞働の軽減• 核家族化等を契機に，♦後この値向 

は- - 層明瞭になるであちう。

'第3 章サービス社会の譜侧面

—— 旧和50年代をm にして

以上，昭和30〜40年代のサービスま業の構造ま化を 

分析してきたが，今後50年代にはその中でどのような 

問題点が生じるのか■一 一 そしてどのような社会になっ 

て行くのかを覚言きではある力*、纏めておきたい。

まず前者の問題点としては，次の4 つが考えられよ

A . 労働力不足の深刻化

B . 人件費の上昇とサ一ピス価格上昇

C . サービスの官民分担問題

D . サービスの立地限界（スペース不足)

A の問題は，もはや古くて斩l A 、間題に属するが， 

m m モデルも用いて就業構造予測を行なった結果， 

昭和60年には必要就業者数は6176 .5万人と予測される 

が， 5628. 6万人しか供給され得ず， 548万人が不足す 

ると考えられる。すなわち，全産業としては10% の不 

足率になり，産業別には1 次産業は65%, 3 次産業は 

9 %の不足率であるが， 2 次産業は1.4%め剰余を示 

す。これから食糧間題が重要になる潜在的可能性がう 

かがわれる， 3 次産業を細かくみると，電気《，ガス， 

水道業と商業は16〜18%の剰余になるが，サーヒ'ス業 

は3 7 % ,金融保険業は22%の不足を呈する。すなわちレ 

後の 2業種では一層の労働生産性の向上が望まれるが， 

前 2 者は相対的に余剰労働力がだぶつくとい.うことに 

なろう。

B の間簿は，すでに消費者物価を上姻るサービス料 

金の上昇がみられている事実に注意したい（最近,前 

者は異常に上界しているが)。住宅関連料金とレジャー関 

連料金に菌まらず,かなり安値向にあった医療費も

注（7 )  62業僮について分拆している。35^ はサービス座業の平均従業者数13.5人,44^?*こは14.3入である。土木 . 建築，•'ト 

ピース業などは2 .6倍の規模拡大を示している。

( 8 )  V .R . Fuchs, The Growing Importance of the Service Industries, National Bureau of Economic Research, 
Occaaional Paper Ko. 96,1965.

(9〉 この点の本格的展開は今後を期したい。価値観の研究は特に不要であろう， 《野村総合研究所自主研究レポート昭 

和45年 r消費生の価値観に関する詢查J 能れ正座*横山撒)
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0 6 サ ー ビ ス 業 の 雇 用 夕 イ プ

■ 放送
め後iilEJl化 公務

- T 。----------- 通 —会

ポ氛ガス水道 
/ 鉄道業

牡 会保晚社会?M祉

■ (jsm •女性型）

〔入，人 、
齒技サービス）

l u m

m m

mm

金敬‘ m ゾ

I m w
\ サービス 

楽紫

公認会Hhし-

o
調 ホ 。 述输ぞひH 

•jf/lii 土木速®
サービス，

(®;n • W性型)- 
(人，人 
問梭媒介サービス）

小壳嚴<
不動ま

笑容戴
飲な店

個人サービス， 

浴場業
>洗泥業

サービス

〔人 . 財サービス〕

《.taお . 家族‘ 女性3 )̂ 
0 衣服裁ほ修理紫

理容業

〔人 . 財 サービス0

( ま背• 家族• 93他型）

30

(出所) 45年 [国勢調査報告」より筆者作成。

急速に上昇基調にある。これらは相対的に労{動集約的 

な業種であり，生産性の向上が困難な領城である。一  

般にサ一ビスま業は生産性上昇率が低いので,サービ 

ス料金の上昇問題は今後一層激化が予想される。また， 

前述した労働力不足は人件費の高騰を招き,経営の不 

安定性を増す方向に作用しよう。

Gの問題は，以前,医療サービスを研先して痛感し 

たところである。医療の場合，公共セクタ一優先の体 

制では（イキ’ リスのNational Health Serviceのように)，

医療費上昇のチ «yク . 医療機関毎の分業化，国ほの 

平等な医療給付がもたらされる反旧，医療サービスの 

配給制度イ匕•医師のインセンティプ欠如がデメリット 

となる。逆に民間型の体制（ァメリ力のような）では， 

患者にとって医療機関の一応の選択性，病院など医療

50 70
-UJ性のW>1合 （.％)

施設の効率化が図られ，医師のインセシティプも高ま 

るが，医療が無計画になり,医療機関の断片的なあり 

方，医療の特殊階層への參仕イ匕がもたらされる。他の

レ ク リ:*•ー シ 3 ン サ ー ビ ス . コミュニティデ べ ロ  >ツプ

メントという領域でも,同様な関連が見られるのであ 

る。’ したがって現実的には，公共部門と民間部門が如 

何に分業化しあうかが極めて重要になる。特に今後は, 

従来は私的な領域であったま業が次第に国民的な耍請 

を帯びることから（例えぱレクリ: ンョン座業),この 

境界線を、、かに弓! くかがポイントになるでf c ろう。

D はスぺ-，スの問題がサービスの領域セ最も強くな 

るということを意識している。：t 業は都市中心部から 

は抜け出しても，日本全体からいえぱそれは太平洋べ 

ルト地帯という大都；周辺部への外延的な被大である。

•■さHI学会雑誌J 67卷10号 （!974年10月） 日本のサ ー ビ ス 産業

また， 業のサービス化は就業者を一 般̂的には，都市 

に银積させる値向がもる。との結果, 住^^のスぺース 

や翦境問題は一層傲しくなろう。そして大都市2 時間 

園内では緑は昭和6(̂ 年には消減するかもしれない。ま 

た，その時点での国场の余瑕行動を受け入れる為には， 

ゴルフ場では全国宅地面積の40% にあたる面積増分が 

必要になり， a ット.ハーバーやは現在の全港湾の 

1 .5 倍規模のバース延長が必要である。とのように需 

要サイドではレジャー熱は加速化するが，供給が追い 

つかないという現象力*顿箸になろう。それは，サ"ピ 

ス摩業の存立をスペースの面からもゆるがすことにな 

る。

最後にサービス社会のもつ諸側面を，今迄の分析と 

あわせて纏め'^みよう。サ - • ビス社会は，'工業社会と 

対比してみると基本的r は次のような性格付けができ 

よう。 ‘

(工業社会） • (サービス社会）

物财志向社会 象徴志向社会

r人一財」社会 **人一人」社会

効率社会 効用社会

工業社会においては，物財生産が中心でちり，人と 

財との開与する社会である。 しすこがって生産に際しX  

は, 自立的な工場生産体系り効率が重要である。これ 

. 1こ対Lサ一ビス社会におV、ては，シンボルや情報が志 

向され，人と人との関係が前面に出てくる。したがゥ 

てサービスの生まに開しては，効率よりも消費者の効 

用ニ満足基準が重要となる。 、

この3 点を一*言にしていえば，供給侧のま素から需 

要側の耍素へのウェイト転換である。しかし，これが 

そのままr消費者主権」を意味するであろうか？ サ 

一ビス社会の3 つの側面もそれぞれが,相反する傾向 

'.をもっているので■はないかと思われる。

まず第1 の 「象徴志向社会_ )であるが，一面では物 

ごとの意味や生きが、、，情報といったものが志向され 

て行く反面，選択の増大によるアイデンティティの喪 

失や. 情報過多による最も必要なj t 報獲得の不可能化

がもたらされ易い。また，実態そのものよりもシンポ 

ルに振りまわされろ社会であり* 操作性が璃大する， 

この結果, 人々は直接的接触によって確認されずに， 

情報テクノロジー}"こよる •'抽象化された現実J によっ 

て 「確認」することとなる。そこでは外的世界が抽象 

化される、と 同 時 も 人 々 自 身 も そ の -要 因 と し  

て扱われることになる。私自身ではなく,抽象世界に 

はめ,こまれた •■抽象的私J カ聊題とされる。ここに自 

己認識の懐疑という問Mが頭をもたげてくると考えら 

れる。

第 2 の 「人一人社会J も，一面では人と人との協調 

が重要になるが，他面では極めて強、、富藤関係が生じ 

てくる社会である。ポーズや仮想された人間関係が社 

会の各局面をまう。社会は色々な価値観をもつ多くの 

サプグループに分かれ,それぞれの間の相互調整もな 

く抗争が常に起っている。そのグル广プ内ですら個人 

間のポ立がグループを収拾できなくする。人々'は社会 

的不安に脅かされ，しかもそれを# P決する術をもたず 

に, 絶えず欲求不満におちいるととになる。そこでは 

協調でなく分裂が，開放でなく擬装が支配することに 

なりはしまい力、

' 第 3 の •■効用社会J においても，一面では消費者の 

欲望充足が追求されるが, 反面ではインブレーシ《* ン 

の進展や新しい格差の拔大を通じて,消費者問題が複 

雑化するおそれがある。平均所得は上昇するが，個人 

間の格差は増大し，心理的貧困感の問題が深刻化する. . 
特にサービスの享受面と財やぎのストック面でそれぞ 

れ，一層大きな格差が城大して行き，/ 持つ者J と 「持 

たざろ者J が明瞭なコントラストを形成して行くとき 

えられる。生活は益々使利になる力’、，最も大切なゴ•ネ 

ルギー，资料 ‘ 水 ，空気等が次第に失われて行く社会 

でもある。

このようにサービス社会は順性発展の社会ではなく , 

極めてパラドキシカルな社会である。消費者ニサーピ 

スの受け手は* 雄かに大切にされるが，その大切にさ 

れ方が間題なのである。上記 3 つの側面を通じて共通 

して言えることは，人間の心理的不安感の増大である， 

レ ク リ — ション，教 ま •医療，福祉，バーンナルケ 

ア人間の心理的充足にかかわる領域が産業イ匕する

法( 1 0 )昭和4的iに各国の医據，福祉制度とそのra®点 （米，英, •西独. スウ;^一デン〉を出張調をするも51会を与'えられた 

が，わが国での出版物や報告等は，やや理想化されているものが多いのではないかと思われる。例先は♦,アメリカの 

-老人コミュュチイの素晴しい青と施設のもとでの, 老人逮のま情の暗さ♦ a レロゲパの老人の栽率の高もあ者 

や中¥ に缴地する欧米諸国の情神病也者，槐凝中斑等は決して体制め膝の問題ではない0

'れ11〉 Donald Michael "Individual: Enriched oi* impoverished ? Master or Servant ?"  "The Unprepared Society" 
(1968)

彼 は ISR (Institute for Social Research)のプグラムディ.レクタ-で社会心理学者-であ)る力'来るべき未来社 

会について極めて鋭い分析を行なっている。彼も又，ftj己認識の稀薄化が最大の間題となろうと述べている。
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.驻ホ場その他溶泊所不動遼業》 

下宿菜生命保險業m 公衆裕 

場業航空運检菜物品政り貨贷桑 

私铁道路旅客運送業

ま：ft業自転取 
整備業> ；?真業 
理容業’特殊学 
校洗灌榮葬  
接火葬業一般 
检汝ポその他 
の®人サービス 
業俊科診療 
衣服栽ほ修理履 
物修理靴みがさ 
洗張染物榮映 
画製作配給業 
家具修理藥《療 
術業清掃業

騎檢錢馬等魏 

さ►場運動填 

钱输競馬等鏡 

技団劇場典 

行所映画粒 

集会所，

消

费

供

給

家庭用機械器具小売食肉小M i そ 
の他飲炎料品小亮燃料小売家具 
建具ii小売各粗资料品小宛Stt 
店米穀類小5 ^ 金特货^|?小売医 
薬品化驻品小売菜子パン小命野 
菜後实小5 T 自おホ小宛ffllS文房 
=«=小売與吸服地寝具小5 B その他 
に分顔されない小売滔調味料小宛 
鲜热小宛その他賤物衣照身避小究 
靴履物'小売磁陶盤5!5子小5^5その 
他各ほ商品小康業洋服小宛婦人 
子供照小庞干物小亮各種飲食店 
狗ホ等小兒.その他什器小売M m  
用品小宛中古品小5 8共ほ？It業

與信ポ公B  
全肝;tポ務所 

合針監查终S3 
狭

翅物サービス菜 

，-\1：未® 築サーピ 

ス黎速記擎耕 

複 写 業 ,

(5j"村総合研究所)

生

達

物

m

M

機械器具卸亮紘物金属材料卸商 
化学翦品卸売道路货物運送業衣 
SS身廻品卸売蓮检業家具®具什 
器卸完医芬品化驻品卸売繊維品 
卸売建策村矜卸M i その他の卸苑 
あ料飲料卸宛贷物運送取扱灌冷 
蔵d雄第普通倉旗察通運榮海 
体運tS择霞商物水産物卸究«  
生資源卸M 5ね海運輪栗内港水運 
第 船舶贷渡業水BS木材倉域業 
運送代理店運あっせん業包装 
菜運檢拖設提供業その他速输附 
帯サ^ビス衆代理業仲立菜

機核後理藥そ 

の他理榮か 

じ業と?&所

跨林水達装等 

協同組合.ホ 

業協同組合

モ本 の サ "ビ ス ま 業

中で，まさに人間の心理的不安が鳥まって 行 く 傾 向 と み 5 力、 

そ，サービス社会の持つ象徴的な特徴とは言えないだ

行政サ

^ピ ス

分紋ボ能

政府せ參保め 身体降害施設 

京福祉施設 
保謎拖設検皮 

所保他所

觉信®話業 

m m 鄭使菜

地方公®員 

国家公務員

(出所）筆者作成,
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付表.サービス業の統合分類

使 宜 提

物 W m 迹

時 m 的空間め便宜 技術め使® 時間め空間的ffi：K 技術的使宜

免 後 関 連

0 . 後

知鐵情報提供

広告秉会社 

研究所研弗 

機関大学研 

究所学術文 

化0 体

幼稚園出版 

印刷圓述業 

大学高技 

中学 <)、学

各派宗教各®  
学校

サ
I

ピ
ス
の
み
の
提
供 

i

ピ 

'
ス

労
治 

政

体団
体 

济

0

体 

経

®

®

私営政業招介所損宫ほ陵菜.証券 
藥商品取引》 銀行中小企栗庶民 
住宅等特定目的金賊業銀行信託業 
各:®錢林水産金融乗補助的金融業 
t m m 保険媒介代理菜保険
ビス

.

.
生
産
物
非

W

連

ピ
ス

公共放送民 

間放送そめ 

他の料楽栗 

與行団铁画 
サーピス菜
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